
- 1 -

第６学年 組 算数科学習指導案
平成 年９月 日 校時

指導者 教諭 担任

場 所 ６年 組 教室

１ 単元名 ５ 分数のかけ算とわり算を考えよう

２ 単元の目標

分数の乗除計算の意味とその計算のしかたについて理解し，それを用いる能力を

伸ばす。

（関）分数の乗除計算のしかたを，分数の性質や既習の計算と関連づけて考えようとす

る。

（考）分数の性質や既習の計算をもとにして，分数の乗除計算のしかたを考える。

（表）分数の乗除計算ができる。

（知）分数の乗除計算の意味やその計算のしかたを理解する。

３ 単元について

（１）教材について

分数についてはこれまでに分数の表し方とその意味，分数の性質，分数の加法・減法を

中心に学習してきた。

ここでは，乗数が整数，分数の場合の乗法の意味や計算のしかたと除数が整数，分数の

場合の除法の意味や計算の仕方を指導することになる。

分数の乗法の意味指導は，乗数を分数へ拡張することが重要である。これは，小数のと

きに，意味の拡張を行っているので，小数と同じように考えることになる。すなわち，乗

数が整数の場合と対比して，乗数が分数の場合にも

１つ分の量×いくつ分＝全体量

の関係がとらえられるようにすることが大切である。その際，数直線図をもとに被乗数，

乗数と積の関係が整数や小数のときと同じになっていることをとらえさせる。

分数の計算のしかたは 「分母どうし，分子どうしをそれぞれかける」という形式でま，

とめられる。この形式を導くために既習事項や乗法の性質を用いて考えることが大切であ

る。

分数の除法の意味指導は 等分除の場面で１つ分の量 １あたりの量 を求める演算 全， （ ） （

体量÷いくつ分＝１つ分の量）ととらえられることが大切である。これは，乗法の逆演算

という意味でもある。除法の意味指導では，数直線をもとに被除数，除数を商の関係が整

数や小数のときと同じになっていることをていねいに扱いたい。

分数の除法の計算のしかたは 「わる数の分母と分子をいれかえた分数をかける」とま，

とめることができる。この計算のしかたを覚えるのではなく，この計算のしかたを導く過

程をよく理解することが，分数でわる意味を理解することにかかわるため，数直線図や除

法に関する性質を根拠にていねいに扱いたい。

（２）児童について

略
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（３）指導にあたって

児童の実態を踏まえ，本単元でも，従来通り，教科書どおりに進めていく予定であり，

次のような手法をとっていきたい。

１ 教科書通りにテンポよく進める。

ビジュアルにぱっと見て分かる基本型で理解を図る。例題や基本型は必ず読ませて理解

を図る。３０秒以上の説明はしない。１問に５分かけるよりも，３０秒で６問をやる（つ

もりで 。１時間の中で，例題→練習問題→問題集（計算スキル ，という展開で進める。） ）

理解できない子に対する指導（赤鉛筆で薄く書く，写すのも勉強 。授業の中に，問題集）

（計算スキル）を組み込む。ほめてほめてほめまくる。

２ ノート指導を徹底する。

線を引くときには，必ずミニ定規を使わせる。日付・ページ数を必ず書かせる。問題と

問題の間は指２本，あるいは２行あける。筆算を頭の中でさせない。必ず補助計算として

書かせたい。

３ 問題集（計算スキル）を適切に使わせる。

問題集の使わせ方は，前半と後半に分けられる。

前半は，２，５，１０問からコースを選ばせ，２～４分で取り組ませる。２問を選んで

も，１０問を選んでも，１００点には変わりないことを話しておく。答え合わせは，１０

問目から逆に行うことで，空白の時間を作らないようにする。

後半は，やり残した問題に取り組ませる。今度は「猛烈なスピードで」取り組ませる。

そうすることで２度目の集中が生まれる。

４ 単元の関連と発展

５年 ６年 中学

②小数のかけ算とわり算 １ 本単元 分数のかけ算とわり算 １年（ ）

・小数×整数の計算のしかた ・分数に整数をかける計算 ・正負の数の

・小数（整数）÷整数＝小数 ・分数を整数でわる計算 乗除

の計算のしかた ・分数に分数をかける計算

・倍が小数で表されること ・分数を分数でわる計算

・計算法則の分数への拡張

（ ）④小数のかけ算とわり算 ２

・小数×小数の意味と計算の ● 分数倍を考えよう

しかた ・分数の乗除の意味の拡張

・小数÷小数の意味と計算の （第一，第二，第三用法）

しかた

・小数の乗除の意味と拡張

（第一～三用法）

５ 指導計画（１８時間扱い 本時１１／１８）

小単元 時 学 習 活 動 評 価

①分数の ・ で ㎡塗れるペンキがあると (考)分数×整数の計算を，単位分1dl 2/5
かけ算と １ き， で塗れる面積を求める式を 数のいくつぶんととらえ整数2dl

。わり算 考える。 の乗法に帰着して考えている



- 3 -

・ × の計算のしかたを考える。 (表)分数×整数の計算ができる。2/5 2
・分数×整数の計算の仕方をまとめ

る。

２ ・ × の計算のしかたを考える。 (考)分数の乗法の計算のしかたを3/8 4
・途中で約分できる場合の計算のしか 筋道立てて説明できる。

。たをまとめる。 (表)約分のある乗法計算ができる

３ ・ で ㎡塗れるペンキがあると (考)分数÷整数の計算を単位分数2dl 4/5
き， で塗れる面積を求める式を考 のいくつぶんととらえて整数の1dl
える。 除法に帰着して考えている。

・ ÷ の計算のしかたを考える。4/5 2
４ ・分数÷整数の計算のしかたを考え (表)分数÷整数の計算ができる。

る。 (知)分数÷整数のけいさんのしか

・分数÷整数の計算のしかたをまとめ たを理解している。

る。

②分数の １ ・ で ㎡塗れるペンキがあると (考)真分数×真分数の計算のしか1dl 4/5
かけ算 き， で塗れる面積を求める式 たは，図を用いて既習の分数×2/3dl

を考える。 整数，分数÷整数の計算をもと

・ × のけいさんのしかたを考 にして考えている。4/5 2/3
える。 (表)真分数×真分数の計算ができ

・真分数×真分数の計算のしかたをま る。

とめる。

・上記の型の計算練習をする。

２ ・ × のくふうした計算のしか (関)計算の途中で約分できるとき8/9 3/10
たを考える。 は，約分すると簡単にできるこ

・ × の計算のしかたを考える。 とのよさに気づき，約分してか3 2/5
ら計算しようとしている。

(表)途中で約分できる計算，整数

×分数の計算ができる。

３ ・縦が ，横が の長方形の面 (考)既習の整数，小数の計算法則3/5m 7/8m
積を求める式を考える。 をもとにして分数の場合にも計

・辺の長さが分数の場合も，面積を求 算法則が成り立つことを説明で

める公式が適用できることをまとめ きる。

る。 (知)数が分数の場合も，交換，結

・数が分数の場合も，交換，結合，分 合，分配の法則が成り立つこと

配の法則が成り立つかどうかを調べ を理解している。

る。

４ ・ 練習」をする。 (表)分数の乗法計算ができる。「

・ ・ チャレンジ〕自分で分数の乗法計 (関)いろいろな数の組み合わせを〔

５ 算をつくり，計算をする。積が整数 考えようとしてる。

になるような分数の計算を考える。

・テスト １ ・単元テスト①をする。

③分数の １ ・ で重さが ㎏のパイプがあ (考)数直線図や計算のきまりを用3/4m 2/5
わり算 本 るとき，このパイプ の重さを求 いて既習の分数×整数，分数÷1m

時 める式を考える。 整数の計算をもとにして，真分

・ ÷ の計算のしかたを考える 数÷真分数の計算のしかたを考2/5 3/4 。
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・真分数÷真分数の計算のしかたをま えている。

とめる。 (表)真分数÷真分数の計算ができ

る。

２ ・ ÷ のくふうした計算のしか (関)計算の途中で約分できるとき9/10 3/4
たを考える。 は，約分すると簡単なことのよさ

・ ÷ の計算のしかたを考える。 に気づき，約分してから計算しよ5 2/3
うとしている。

(表)整数÷分数の計算ができる。

(知)計算の途中で約分すると簡単

に処理できることを理解してい

る。

３ ・ ÷ × の計算のしかたを (表)３口の分数の乗除混合計算が3/4 6/5 1/5
考える。 できる。

(知)３口の分数の乗除混合計算の

しかたを理解している。

４ ・ 練習」をする。 (表)分数の乗除計算ができる。「

④時間と １ ・ 時間は何分か考える。 (表)時間を分数表示することがで3/4
分数 ・ 分は何時間か考える。 きる。40
・まとめ ２ ・ たしかめ」をする。 (考)わり算の性質を用いて，除法「

・ チャレンジ〕分数の除法計算のし の計算のしかたを説明できる。〔

かたを，わり算の性質を用いて考え

る。

・ノート，スキルチェックをする。

・テスト １ ・単元テスト②をする。

６ 本時の指導

（１）本時のねらい

・分数でわることの意味を理解する。

・真分数÷真分数の計算のしかたを理解し，その計算ができる。

（２）準備物

（児童）教科書，ノート，下敷き，筆記用具（鉛筆，ミニ定規，赤鉛筆）問題集（計

算スキル）

（教師）教科書，教師用定規，問題集（計算スキル）解答

（３）指導にあたって

本時でも，１時間の中で，例題→練習問題→問題集（計算スキル ，という展開で進め）

ていく。真分数÷真分数の計算のしかたの導入であるので，理解できない子に対する指導

に重点を置いて進めていきたい。

（４）指導過程

○―支援 ・―留意点

学 習 活 動 予想される児童の反応 支援と留意点 評価と方法段階

導 １．日付とページ数を書 １．ノートに書く。 ノートに書い

入 く 「３分数のわり算」 ているか。。
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□１と書く。 （ ）児童の相互観察

２．Ｐ６９□１を全員で ２．□１を読む。 ・声をそろえて きちんと読ん

読む。 読ませる。 でいるか。

（観察）

３．☆「どんな式を書け ３．☆「どんな式を書け ・きちんと読ん きちんと読ん

ば～ ，宇宙人君の吹き ば～ ，宇宙人君の吹き でいないときは でいるか。」 」

出し，水色の四角の「言 出し，水色の四角の「言 やり直しをさせ （観察）

葉の式」を全員で読む。 葉の式」を読む。 る。

展 ４．水色の四角の「言葉 ４．水色の四角の「言葉 ○罫線に沿った ノートに書い

開 の式 を ノートに書く の式 を ノートに書く 四角はやや窮屈 ているか。」 ， 。 」 ， 。

なので，ゆった （ ）児童の相互観察

指示１ りとした四角を

今読んだ言葉の式を，ノート１行にそっく 書かせたい。例

りそのまま写しなさい。 示として，罫線

を４本引き，一

つの四角を板書

板書１ してみせる。

５ 「言葉の式」のチェ ５ 「言葉の式」が書け ・先着３人で一 指示通りに書． ．

ックをしてもらう。 た子から，ノートを担 つの 言葉の式 いているか。「 」

任に見せる。 を板書させる。 （観察）

板書２

パイプの重さ ÷ 長さ（ｍ） ＝ １ｍの重さ

言葉の式 を再度読む 「言葉の式」を何回も読 ・全員で声をそ きちんと読ん「 」 。

む。 ろえて一斉読ま でいるか。

せる。 （観察）

６．式を立てる ６．担任の出した問題の ○ ノートに書いいきなりの立式が難しい子も

（スモールステップでテ 式をノートに書いてい ているか。いるので，スモールステップで立

ンポよく立式していく） く。 （ ）式させる。 児童の相互観察

「言葉の式」の下に，そろえ①長さ２ｍ，重さ４ｋｇ ①４÷２ ○

て書かせる。②長さ３ｍ，重さ６ｋｇ ②６÷３

できたら赤鉛筆で丸をつけさ③長さ３ｍ，重さ ③ ÷３ ・1/5kg 1/5
せ，間違えたら直させる。④長さ３ｍ，重さ ④ ÷３2/5kg 2/5

3/4m 2/5kg 2/5 3/4⑤長さ ，重さ ⑤ ÷
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７．計算のしかたを考 ７． の線分図をノ ○次のページにP69
える。 ートに書く。 書かせる。

指示２ ○目盛りを正確

黒板を参考にしながら， の線分図をノー に書かせる。P69
トにそっくり，写しなさい。できたら，先生 ・書けたら持っ

に見せに来なさい。 てこさせる。

-1板書３

ゆうじ

２

（ ）０ ５ □ ｋｇ

０ ３ １ （ｍ）

４

①「① の重さを求 ①線分図の下に，指二本 指示通り書い1/4m
める 」と書く。 分空けて「① の重 ているか。。 1/4m

。 （ ）さを求める 」と書く。 ①～⑧観察

②式「 ÷ 」と書 ②さらに指二本分空け2/5 3/4
く。 て，式「 ÷ 」と2/5 3/4

書く。

③線分図に ( ) ③線分図に ( ) ○場所を指で押1/4 m ,2/5 1/4 m ,2/5
÷ ( )を書き込む。 ÷ ( )を書き込む。 さえて確認させ3 kg 3 kg

る。

④式「 ÷ ＝ ④②で書いた式に続け ○隣同士で確認2/5 3/4 2/5
÷ 」と書き足す。 て「 ÷ ＝ ÷ させる。3 2/5 3/4 2/5

」と書く。3
⑤「② の重さを４ ⑤①で書いた文の下に ○隣同士で確認1/4m
倍して， の重さを求 続けて 「② の重 させる。1m 1/4m，

める 」と書く。 さを４倍して， の。 1m
重さを求める 」と書。

く。

⑥線分図に( ÷ )× ⑥線分図に( ÷ )× ○場所を指で押2/5 3 2/5 3
を書き込む。 を書き込む。 さえて確認させ4 4

る。

⑦式「 ÷ ＝( ⑦④で書いた式に続け ○隣同士で確認2/5 3/4 2/5
÷ )× と書き足す て「 ÷ ＝( ÷ させる。3 4 2/5 3/4 2/5」 。

)× 」と書く。3 4
⑧式「 ÷ ＝( ⑧⑦で書いた式に続け ○隣同士で確認2/5 3/4 2/5
÷ )× に続けて， て， させる。3 4

2 2 4 2 2 4× ×

＝ × ＝ ＝ × ＝ ○ の赤□に4 4 P70
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× × × × も，数字を書き5 3 5 3 5 3 5 3
込ませる。8 8

＝ と書き足す。 ＝ と書き足す。

15 15
-2板書３

ゆうじ ２

⑥（ ― ÷３）×４

③２ ５

―÷３ ２ ↓

（ ）０ ５↓ ５ □ ｋｇ

０ ③ １ ３ １ （ｍ）

４ ４

８ 基本形の確認をする ８．基本形をノートにそ． 。

っくり書き写す。

指示３

☆の中の，記号の式をそっくり写しなさP70
い。記号は，数字が書き込めるように，赤鉛

筆で大きく書きなさい。

①式と書いた後， ①基本の式の記号は， ○記号は数字が きちんとノーP70
。☆内の基本の式をノー 赤鉛筆で書く。 書き込めるよう トに写したか

トに書く。 に大きく書か （ ）せる 児童の相互観察。

②基本の式の記号内に ②記号内に数字を書き ○隣同士で確認 数字を書き込，

７での数字を書き込む 込み，答えも書く。 させる。 み，答えも書。

ノート いたか。

式 ２ ３ ２ ４ （ ）児童の相互観察

―÷― ＝ ―×―

５ ４ ５ ３

２×４

＝

５×３

８ 答え ８

kg＝

１ ５ １ ５

③ ☆の文章を読む ③ ☆の文章を，一 ・声をそろえて きちんと読んP70 P70。

斉に読む。 読ませる。 でいるか。

（観察）
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９．練習問題をする。 ９． ①「計算をしP71
ましょう 」をする。。

①( ) ÷ を，担 ①( )の問題を，担任が ○担任と一緒に ノートに書い1 5/8 6/7 1
任と一緒に解く。 板書するように書く。 ているか。することで，定着を図る。

②( ) ÷ を，自 ②( )の問題を自力で解 ○自力解決の定 問題ができた2 3/5 5/6 2
。（ ）力で解く。 く。 着を図る。 か 児童の相互観察

③( )～( )を自力で解 ③( )～( )を自力で解 ・早く終わった 担任に正解に3 6 3 6
らく。 き，( )と( )を担任に 子に，板書させ 丸をつけても4 6

チェックしてもらう。 る。 （観察）ったか。

④答え合わせをする。 ④板書した子の説明を ○遅い子は，説 できた問題に

聞く。正解には丸をつ 明を聞きなが チェックでき

ける。間違えたら，黒 ら，ノートに計 たか。

板を写す。 算式を書く。 （ ）児童の相互観察

終 ．計算スキルをする。 ．計算スキルに取り組 ・スキル１０を１０ １０

み，問題を解く。 させる。

末 ①計算スキルに取り組 ① 問からコースを ○自分の力に合2,5,10
コースを選ばせる。む。 選び，取り組む。 わせた

②丸つけをする。 ②赤鉛筆で丸をつける。 ・ 全部の問題が10 問目から，逆に丸つけさ
できたか。せる。

③残りの問題をする。 ③残りの問題（やってみ ○ （観察）終わった子から答え合わせを

させる。やり方の分からない子によう）をする。

答えを見て良いと言う。

④やり終えた問題の答え ④途中でも，やり終えた ○授業終了２分 できた問題に

合わせをする。 問題の答え合わせをす 前に答え合わせ チェックをし

る。 をさせる。 たか。

・残った問題は （ ）， 児童の相互観察

宿題にする。

（５）評価と評価の方法

【児童】

①分数でわることの意味を理解できたか （挙手，表情，発言）。

②真分数÷真分数の計算のしかたを理解し，その計算ができたか （ノート，問。

題集）

【指導者】

①教科書通りにテンポよく進めることができたか。

②ノート指導が徹底できたか。

③問題集（計算スキル）を適切に使わせることができたか。

（６）板書計画

９／ ゆうじ ２P69
１ ２ （ ― ÷３）×４

―÷３ ２ ５

０ ５↓ ５ □← （ｋｇ）パイプの重さ ÷ 長さ（ｍ） ＝ １ｍの重さ
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式） ４ ÷ ２

６ ÷ ３

÷ ３ ０ １ ３ １ （ｍ）1 / 5
÷ ３ ４ ４2 / 5

式） ÷ ２ ３ ２2 / 5 3 / 4
―÷― ＝（ ― ÷３）×４

５ ４ ５

２

＝（ ） ×４

５×３

２×４

＝

５×３
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